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世界遺産・高野山
こ う や さ ん
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 ３月下旬、気温の上下動は激しく、サクラが一気に咲きだした。 

 ３月２８日朝、起床時には雨が降っており、出かけようか、どうか少しためらったが、

６時４５分バイクで JR 五位堂駅に向かい、７:15 発和歌山行き普通列車に乗車。橋本

駅で南海電鉄高野線に乗り換え。 

軋みながら走る高野鉄道 

 9:16 発高野山行きの電車はギウィ－ン、ギウィ－ンと重い軋み音をたてながら山の

斜面をゆっくりと昇っていく。沿線の人たちはこの音を毎日、何回も聞きながら生活し

ているのだ。 

人里にも山道にも早春の花々 

 9:41上古沢
か み こさ わ

駅下車。この無人駅は集落を見下ろす崖の途中

にある。集落に降りる道は人一人通れるだけの急な道。雨に

濡れた道を手すりにつかまりながら降りるが、道端の斜面に

早春の花々が咲いている。オオイヌノフグリ、ヒメオドリコ

ソウ、ジロボウエンゴサク、ムラサキケマン、ミツバアケビ

等々。谷底の橋を渡り、向かい側の集落の道を昇る。こちら

も急坂。途中で振り返えると、対岸の急斜面に、小さな駅舎

が貼りつけられたように見えている。 

 やがて杉林の中の山道に入る。道端にはショウジョウバカ

マが点々と見えるが、多くが花期を終えている。途中で雨が

降り出した。昇りが続くが、所々林が切れて、柿畑がある。   ↑立派な町石 

この辺りは富有柿の名産地だ。 

↑ムラサキケマン     高野山表参道・町石道 

 11:50 古峠着。２時間弱かかって、やっと町石道に合流。石柱に刻まれている

数字は百二十三。この道は高野山を開創した弘法大師(空海)が表参道として開き、

１町(約 109ｍ)ごとに卒塔婆を建てて道しるべとした。現在は立派な石柱が１８

０カ所設けられており、参詣者はこの石柱を拝しながら昇るという。吉野山から

↓古峠の辻      熊野本宮への奥駈道と共に世界遺産に登録されている。 

町石に励まされつつゆっくり下る 

倒木に腰かけて昼食を摂り、12:15 慈尊院

に向けて下りはじめる。風が出てきたが、

杉林の中の緩やかな尾根道で、雨も風もあ

まり気にならない。町石を確認しながら、

順調に歩く。                 ↑ジロボウエンゴサク 

 六本杉の辻で、道は右に曲がり、やや急な坂道を注意深く下る。町石の数

字は百三十七。林の中をさらに下る。途切れることなく設置されている町石

は確かな道標で、同時に疲れた歩行者への何よりの激励。 

やがて JR 和歌山線を走る列車の音が聞こえ始め、畑地の中を歩くように

なる。道端の雑木に絡まってゴヨウアケビの花が沢山ぶら下がっている。 



 


